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著者は種々の不飽和化合物を配位子にもった 2 価および 3価コバルト錯化合物(たとえば
OCOC-CH3 OCOCH2C6H5 
[COll ( 1 )J 2H20 , [Colﾟpn2 1 J2C0 3 など)を高温高圧下.で均←」系水素化
NOH 2 NO 
反応を行ない，それぞれの飽和化合物が得られることを見出した。反応が均一系で行なわれたことは錯化




え，種々の無機イオンの効果について調べた。その結果， KCN と KN0 3 とが， この還元の収率を著しく




ら電子移行が容易になるという点に起因するように思われる口また， KCN の作用 Fにおける [Co pn2 
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OCOCCH9C IlH 目~ - --~ - u --~ ] 2 CO 3 の均・系水素化反応で飽和化合物のほかに，組成の明らかでないシアノコパJレ
NO 









る。従来， αーケト酸の還元アミノ化によってアミノ酸を合成する方法としては Knoop の方法があるつ著
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(ペーパークロマトグラフィ)
このことは ， A: (1) でのぺたような中間体を生ずるとき，両者の聞に相違があるためとも考えられるが，
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るとき， α， β 位の二重結合のみが還元されて2-hexenoic acid を生ずる。
OCOC二CHC6H 5
NHCOCH3 ] C1 2 からは 45.5 %の収率でフェニルアラニンが得られるのに反し，
位置が常に共役位にあるときにもっともよく還元が起る白
また [Co pn2 
OCOCHCH=CHC6H5 
NH2 ] C1 2からは3.5%の収率でωーベンジノレアラニンが得られた口
/loc=O 



















しかこの還元に対し無機試剤の効果を調べ KN03 と KCN とが還元促進に最適であることを発見した。
し前者の場合は NOã イオン自身がアンモニヤに還元されコバノレトイオンも金属まで還元するから均一系




[Co(NH3) 5C1] C1 2 もまた還元アミノ化試剤となることを発見したの3) 
KCN の作用化における錯化合物の水素化反応とシアノコバルト錯イオンによる不飽和化合物の水素化
反応の相互関係を明らかにし同時に還元機構を明らかにした。
よってこの論文は理学博土の論文として以上の研究はアミノ酸の合成に新らしい方法を発見しており，
円ノ」門ベ
U
十分の価値あるものと認める。
